
 

LTEPは市立大津市民病院内科診療部長（内科腎臓部門）の中澤純先生が考案

した腎機能（推定 GFR）を用いた将来の透析のリスクを推測するものです。 

 

 

上にある通り、左の短期的なグラフ（1‐3年など）では腎機能の将来的な予

測はつきづらいものです。 

しかし、右の長期的なグラフを用いると「何歳になったら透析になる可能性があ

るのだろう…？」など将来的な腎機能の悪化の予測がつきます。 

これにより将来的な透析リスクを早期に発見することで治療にも反映される

有用な指標となります。 

 

当院では腎臓病専門クリニックとして、皆様が心配される透析導入のリスク

を予測し適切な対応を取っていきたいと考えています。 

 

＊中澤先生の許可を得て図を使用しています。 

＊LTEPでの予測は絶対的なものではありません。 


